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昭
和
5
0
年
４
月
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
土
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
九
』
（
昭
和
4
8
年
５
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
簡
を
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
十
』
と
し
て
収
録
す
る
。
　
以
下
、
平
城
宮
内
の
木
簡
出
土
地
域
ご
と
の
状
況
を
述
べ
、
木
簡
の
形
態
分
類
・
凡
例
と
釈
文
を
か
か
げ
る
。
一
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況
　
第
7
8
次
南
（
６
Ａ
Ａ
Ｂ
区
）
昭
和
4
8
年
４
月
～
同
年
７
月
　
第
7
8
次
南
調
査
は
、
推
定
第
二
次
内
裏
東
北
部
分
の
後
宮
地
域
に
あ
た
る
北
区
で
行
な
っ
た
。
後
宮
中
心
部
の
調
査
は
、
す
で
に
第
3
6
次
調
査
で
終
了
し
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
は
そ
の
東
方
部
に
あ
た
り
、
掘
立
柱
塀
1
5
条
、
建
物
1
2
棟
、
溝
８
条
、
井
戸
１
基
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
こ
の
井
戸
（
Ｓ
「
ｃ
つ
ご
」
の
埋
土
中
か
ら
一
点
発
見
さ
れ
た
。
発
掘
調
査
の
結
果
は
、
第
Ｓ
次
調
査
や
昭
和
4
9
年
度
夏
に
実
施
し
た
北
隣
接
区
の
調
査
と
を
あ
わ
せ
て
、
発
掘
調
査
の
完
了
し
た
内
裏
東
半
部
に
つ
い
て
総
合
的
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
概
要
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
大
別
し
て
五
時
期
に
わ
け
ら
れ
る
。
　
Ａ
期
　
内
裏
造
営
に
先
行
す
る
遺
構
群
が
あ
る
。
掘
立
柱
柵
（
ｓ
ｙ
こ
口
こ
こ
に
よ
っ
て
、
方
六
〇
〇
尺
の
区
画
が
作
ら
れ
、
そ
の
内
方
に
小
規
模
な
建
物
が
建
て
ら
れ
る
。
　
Ｂ
・
Ｃ
期
　
Ａ
期
に
形
成
さ
れ
た
区
画
か
ら
若
干
南
に
位
置
し
て
、
東
西
六
〇
〇
尺
、
南
北
六
三
〇
尺
の
長
方
形
区
画
が
あ
り
、
そ
の
内
方
に
1
0
尺
方
眼
割
付
け
に
よ
っ
て
建
物
が
建
て
ら
れ
る
。
こ
の
上
限
は
聖
武
天
皇
即
位
の
神
亀
年
間
ご
ろ
、
下
限
は
天
平
末
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
　
Ｄ
期
　
東
西
六
〇
〇
尺
、
南
北
六
三
〇
尺
の
区
画
を
築
地
廻
廊
で
囲
み
、
こ
の
回
廊
内
に
建
物
群
を
配
置
し
、
本
格
的
な
内
裏
造
営
の
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
行
な
わ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
上
限
は
、
瓦
の
編
年
か
ら
み
て
天
一
平
末
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
出
土
し
た
井
戸
（
同
「
ｃ
ｏ
ｏ
」
は
、
こ
の
築
地
回
廊
の
ほ
ー
４
間
分
を
そ
の
一
部
に
組
入
れ
て
作
ら
れ
た
、
東
西
い
一
ｍ
、
南
北
皿
ｍ
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。
井
戸
か
ら
同
時
に
出
土
し
た
遺
物
に
は
和
銅
開
弥
、
神
功
開
宝
、
隆
平
永
宝
各
一
点
、
土
馬
、
櫛
な
ど
が
あ
る
。
　
Ｅ
期
　
検
出
し
た
遺
構
の
中
で
も
っ
と
も
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
　
第
9
1
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｅ
区
）
　
昭
和
4
9
年
７
月
～
同
年
如
月
　
調
査
は
、
推
定
第
二
次
大
極
殿
西
外
郭
の
西
南
隅
に
あ
た
る
地
域
で
実
施
し
た
。
こ
の
地
区
は
第
4
1
次
調
査
の
東
隣
地
区
に
あ
た
り
、
ま
た
東
対
称
位
置
の
昭
和
4
3
年
度
の
第
3
5
次
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
大
極
殿
外
郭
を
囲
む
築
地
塀
と
そ
の
内
側
に
礎
石
建
物
な
ど
の
存
在
が
予
想
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
予
想
通
り
築
地
塀
、
こ
れ
に
と
り
つ
く
門
、
礎
石
建
物
、
塀
立
柱
柵
列
二
条
な
ど
を
検
出
し
た
。
　
平
城
宮
北
方
の
丘
陵
は
、
第
一
次
・
第
二
次
内
裏
地
域
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
て
い
る
が
、
調
査
地
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
谷
間
に
あ
た
る
、
元
来
低
湿
地
の
地
域
で
あ
っ
た
。
平
城
宮
造
営
と
と
も
に
、
こ
の
低
湿
地
を
埋
め
立
て
て
（
厚
さ
5
0
ご
整
地
し
、
第
一
期
の
建
物
群
を
建
設
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
自
然
木
や
埴
輪
片
を
含
ん
だ
黒
色
粘
土
層
の
旧
表
上
上
に
堆
積
し
た
建
築
用
材
の
破
片
や
削
屑
、
檜
皮
と
と
も
に
出
土
し
た
。
第
一
期
に
属
す
る
建
物
群
は
柵
列
（
ｓ
ｙ
∝
｛
｀
Ｊ
ペ
エ
事
用
の
仮
設
建
物
五
棟
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
掘
立
柱
柵
列
が
内
裏
外
郭
を
区
画
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
木
簡
は
こ
の
第
一
期
の
造
営
中
に
使
用
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
第
二
期
の
埋
め
立
て
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
築
地
塀
が
柵
列
の
上
に
建
設
さ
れ
、
大
極
殿
外
郭
を
と
り
囲
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
築
地
塀
の
内
方
に
礎
石
建
物
（
七
×
四
間
東
向
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
第
3
5
次
調
査
時
の
礎
石
建
物
と
対
称
の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
建
物
の
真
南
に
築
地
塀
に
と
り
つ
く
門
　
（
三
×
二
間
）
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
現
在
第
二
次
内
裏
・
大
極
殿
と
呼
称
し
て
い
る
地
域
は
、
一
応
整
備
完
成
さ
れ
る
。
　
木
簡
は
そ
の
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
第
一
期
の
造
営
に
あ
た
り
こ
の
地
区
の
低
湿
地
を
埋
め
立
て
な
が
ら
、
造
営
工
事
が
進
行
し
て
い
く
過
程
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
地
点
は
発
掘
調
査
区
の
南
西
部
に
あ
た
る
。
低
湿
地
を
埋
め
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
地
区
を
、
東
西
約
６
ｍ
、
南
北
約
1
5
m
に
わ
た
っ
て
、
旧
地
表
面
に
　
一
達
す
る
ま
で
全
面
発
掘
し
た
。
そ
の
結
果
、
発
掘
区
外
の
南
方
に
向
　
一
か
っ
て
さ
ら
に
低
湿
地
が
拡
が
り
、
木
簡
を
含
む
層
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
木
簡
を
含
む
層
（
暗
灰
粘
質
土
）
は
、
黒
色
粘
土
層
の
旧
表
土
層
の
上
に
、
厚
い
と
こ
ろ
で
2
0
m
余
あ
り
、
こ
れ
に
建
築
用
材
の
破
片
や
削
屑
、
檜
皮
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
　
木
簡
の
総
出
土
点
数
は
2
4
2
点
で
、
そ
の
中
か
ら
4
6
点
を
選
ん
で
釈
文
を
掲
げ
た
。
掲
載
木
簡
の
内
訳
は
文
書
様
木
簡
７
点
、
貢
進
札
丿
点
、
物
品
付
札
Ｏ
点
、
習
書
３
点
な
ど
（
他
は
断
定
で
き
な
い
も
の
）
で
、
な
か
で
も
圧
倒
的
に
貢
進
札
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
貢
進
札
の
郡
名
・
里
名
の
記
載
法
、
年
紀
（
和
銅
一
一
年
・
和
銅
三
年
）
か
ら
み
て
、
「
続
日
本
紀
」
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
の
「
畿
内
・
七
道
諸
国
の
郡
郷
名
に
は
好
き
字
を
著
け
よ
」
と
い
う
制
が
出
さ
れ
る
以
前
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貢
進
物
も
大
部
分
は
米
（
白
米
）
で
、
出
土
状
況
や
出
土
遺
構
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
遷
都
直
後
の
平
城
宮
造
営
が
進
行
す
る
な
か
で
、
造
営
従
事
者
ら
に
支
給
さ
れ
た
食
料
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
第
叩
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｃ
Ｃ
区
）
　
昭
和
必
年
１
月
　
こ
の
調
査
は
、
平
城
宮
整
備
に
伴
な
う
浄
化
槽
設
置
の
事
前
調
査
と
し
て
小
規
模
な
範
囲
で
行
な
っ
た
。
調
査
地
は
、
通
称
一
条
通
り
に
沿
っ
た
佐
紀
池
の
す
ぐ
南
、
小
字
「
池
尻
」
と
呼
ぶ
地
域
で
、
第
2
8
次
調
査
の
ほ
ぼ
北
延
長
部
に
位
置
す
る
。
調
査
の
結
果
、
第
2
8
次
中
か
ら
1
6
点
を
選
ん
で
釈
文
を
か
か
げ
た
。
「
和
銅
六
年
」
銘
を
有
す
る
越
前
国
庸
米
貢
進
札
が
注
目
さ
れ
る
。
一
木
簡
の
形
態
分
類
｀
つ
｝
｝
型
式
｀
つ
｝
器
型
一
式
｀
ｃ
｝
口
型
式
｀
つ
に
｝
型
式
｀
つ
に
Ｑ
型
式
｀
つ
｀
ご
型
式
調
査
で
発
見
し
た
南
北
溝
の
北
延
長
部
は
池
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
　
　
ａ
ｏ
｀
に
型
式
だ
。
　
木
簡
は
、
こ
の
南
北
溝
と
池
の
堆
積
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
木
　
　
６
　
０
　
３
　
３
型
式
簡
の
出
土
し
た
暗
褐
粘
土
層
（
二
〇
～
四
〇
ｍ
）
は
、
池
の
堆
積
層
の
最
下
層
に
あ
た
り
、
お
び
た
だ
し
い
木
屑
を
含
ん
で
お
り
、
木
簡
　
　
６
０
　
３
９
型
式
も
こ
れ
ら
の
木
屑
、
瓦
、
須
恵
器
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。
な
お
、
木
簡
を
含
ん
だ
こ
の
層
の
一
部
は
、
後
に
池
の
南
岸
を
縮
少
整
備
し
　
　
｀
つ
Ｊ
｝
型
式
だ
際
の
整
地
層
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
総
点
数
3
8
点
、
そ
の
　
　
｀
つ
Ｘ
ｊ
型
式
短
冊
形
。
短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。
短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。
小
型
矩
形
の
も
の
。
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。
　
　
　
　
一
長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も
　
‐
３
の
。
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も
の
。
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
。
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
他
端
の
形
態
が
不
明
　
　
　
　
　
　
の
も
の
。
｀
ｃ
｀
｝
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
｀
ｏ
｀
ａ
型
式
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
る
木
製
品
に
墨
　
　
　
　
　
　
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
が
判
然
と
し
な
い
も
　
　
　
　
　
　
の
。
｀
つ
ｘ
｝
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
　
　
　
　
　
　
も
の
。
こ
こ
ｃ
｛
型
式
　
削
屑
。
三
、
凡
例
　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
か
か
げ
る
。
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
・
数
字
）
、
つ
ぎ
の
段
に
形
態
に
よ
る
型
式
分
類
番
号
（
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
、
三
ケ
タ
で
表
わ
す
）
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
。
「
　
」
が
二
個
あ
る
も
の
は
表
裏
に
記
載
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
　
」
の
中
に
さ
ら
に
「
　
」
の
あ
る
も
の
は
同
一
面
に
別
筆
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第
7
8
次
南
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ｂ
区
）
詣
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ロ
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第
9
1
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｅ
区
）
(¥？
41
01q
印
４1
卵
４1
ざ
士
鰍
げ
口
抗
応
げ
口
口
」
「
も
乱
数
六
植
Ｌ
艶
一
］
机
希
仇
則
ご
脆
ロ
ロ
別
Ｌ
0
6
1
「
象
持
若
麻
ロ
ロ
」
（
題
籤
）
車
持
若
麻
口
｛
｝
Ｌ
（
t
Ｐ
Ｓ
ｉ
Ｈ
）
－４－
卯
41
091
G‘P
４2
019
九口
山
貳
ん
口
「
」
Ｌ
「
一
顎
田
部
御
口
額
田
部
ロ
ヮ
Ｌ
¬
賢
O(U
L了
武
091
　¬¬
叶
今乞
o引
　　¬
箭
081
　¬
C^P
４１
０円
　コ
口
　
　
口
口
Ｌ
ノｙ
戊
五
巴
几
庚
へ
辛
大
壬
エ
（
口
［
一
」
」
」
甘
二
廿
四
寸
三
寸
六
竹
七
什
氏
口
　
口
　
口
　
　
７
４
）
ＬＬ
」
　
　
　
　
　
　
　
ご
和
欄
二
午
　
Ｌ
」
］
髪
マ
ー
升
　
口
［
‥
ロ
ー
升
　
　
一
Ｌ
弛
甘
口
口
口
俵
奉
口
Ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｑ
４
副
「
旦
謹
口
」
CrP　　　QP
４２　　　　峰1
091　　　01q
ゴ
麻
呂
「
口
下
加
響
良
　
Ｌ
卯
４２
Ｌ
　
　
　
（
瘍
潭
圖
）
匹
フ
ュ
嶋
上
郡
白
髪
マ
里
」
QP
42
051
　　¬
一
石
如
尾
燈
國
海
野
嶋
里
人
」
「
海
蓮
赤
麻
呂
米
六
斗
」
¬
三
川
国
飽
海
郡
大
服
マ
里
反
」
「
犬
雁
口
口
孵
鎮
魂
口
斗
印
44）
03q
　¬
祗
江
國
口
口
」
「
口
」
口
］
Ｌ
Ｌ
－５－
箭
ｍ
「
越
前
国
秀
之
郡
稜
マ
里
綾
マ
里
Ｌ
「
「
‥
」
ｍ
伊
足
見
白
水
五
斗
（
マ
　
マ
）
Ｌ
諮
0
3
2
「
‐
作
‥
波
国
氷
上
郡
七
り
ご
庇
％
才
了
回
詣
四
「
唐
磨
画
宍
水
郭
山
守
里
Ｌ
　
　
「
山
一
マ
加
之
フ
更
　
　
　
　
」
俵
瀬
」
　
剪
ｍ
「
掻
磨
　
　
　
「
蛙
ポ
五
斗
　
和
姻
口
件
口
月
廿
Ｌ
二
日
訪
0
3
3
「
作
波
口
口
口
口
口
口
里
口
口
口
口
牟
二
恨
」
　
　
　
「
枇
ヅ
日
米
五
斗
　
恕
芒
二
年
四
月
丿
三
ｎ
　
」
緊
四
「
升
波
国
氷
上
口
石
百
里
訴
訟
ヱ
Ｌ
翁
03q
「
俵
納
白
水
五
斗
和
賀
三
年
汗
」
「
丹
波
「
」
〔
に
郡
川
に
し
〕
（
４
１
）
繁
肪1
_ユ
朋
郡
葛
江
里
Ｌ
「
升
人
了
由
七
万
呂
俵
」
Ｌ
¬
１
五
戸
口
、
マ
平
万
呂
俵
口
口
」
（
内
力
）
訪
匹
「
斎
磨
○
」
　
　
「
五
戸
口
Ｌ
ｆ
ユ
「
ｔ
摩
中
國
賀
陽
に
　
Ｌ
　
　
「
洙
マ
色
人
庸
れ
∩
Ｌ
緊
四
つ
」
賀
格
野
草
Ｌ
　
　
　
口
首
漱
呂
俵
」
茫
四
「
讃
岐
国
香
川
郡
原
里
奉
公
ロ
タ
Ｌ
６－-
5r7
○目
賀
Q＼<]
瑕
0
3
1
町
旧
(茄
o引
肝
心
‥
叱
一郡
ヤ
洽
マ
里
宇
冶
マ
「
讃
岐
口
　
」
「
讃
岐
ロ
ロ
Ｌ
『
伊
作
國
桑
村
郡
林
里
扁
祁
聘
郭
Ｊ
口
口
口
口
「
貪
大
器
阿
弥
俵
」
鴨
マ
首
’
加
郁
士
鴨
マ
首
君
マ
都
称
軍
や
甘
仔
」
下
知
山
里
俵
五
斗
べ
升
」
「
私
里
丹
生
波
百
六
洽
03B
二¬
斗
時
口
口
一
野
里
矢
佐
伯
マ
「
称
官
呂
俵
ＬＬ
Ｌ
）
Ｌ
¬
如
42
032
－
一
卵
42
0!?l
（
野
力
）
口
里
「
新
天
里
　
　
（
万
口
５
人
古
口
口
「
‥
‥
」
ｒ
朗
「
左
前
里
六
口
印
42
0冽
奸
4
2
岫
Ｌ
「
聊
Ｕ
玉
斗
「
石
口
里
口
ＬLＬ
上
恥
肯
口
口
「
ロ
ロ
マ
知
万
「
」
箭
o詞
　¬
収
竺
一
一
－７－
Ｌ
－
ｉ
　
　
　
　
‐
－
　
（
群
Ｊ
）
］
口
木
里
馬
甘
「
　
　
口
回
口
口
口
口
」
「
　
白
米
五
升
」
ＬＬ
(¥P
41
(巧|
「
鵜
甘
部
郡
徴
群
越
中
國
備
岐
國
Ｌ
「
津
伎
圖
針
簡
國
近
江
國
　
　
　
Ｌ
研）
４２
０６１
　　‾1
<kQi
４2
081
　¬
¨
］
（
ふ
が
郡
口
口
ｍ
ｏ
」
（
箱
側
坂
）
淡
淡
河
猿
復
糧
霜
口
口
堆
海
路
雅
海
物
物
物
物
ｉ
’
襖
口
第
9
2
次
調
査
（
６
Ａ
Ｃ
Ｃ
区
蓑
ｍ
「
御
府
謹
畔
Ｌ
膠
01q
　¬¬
W
　
叛
中
膳
部
7
1
申
平
分
器
口
戸
口
口
口
口
土
藁
こ
″
Ｌ
し
メ
Ｌ
‘pp
２５
０ｎ
¬
長
¬
ロ
マ
ロ
ロ
　
　
ロ
ロ
越
マ
足
膚
　
尾
ロ
ギ
鍔
㈲
ぐ
寄
那
賀
郡
大
件
び）
22
0日
１)Ｐ
２ぢ
OIQ
１)Ｐ
２５
　　一－
　尾十
i口口
Ｊ口
　口
　口
ド
ー
ー
Ｌ
マ
尼
７
尽
ロ
ロ
巳
呼
Ｌ
Ｌ
「
九
月
十
即
日
上
野
國
口
（
鴎
三
十
口
口
入
御
Ｊ
　
　
　
（
一
ｊ
　
口
竃
薪
口
口
口
ゴ
ロ
ロ
ロ
ロ
に
四
口
口
軽
マ
Ｌ
l)0
22
0^1
「
口
位
上
日
口
口
折
四
叫
【
い
】
進
納
物
［
‥
］
ＬＬ
Ｌ
妥
側
萄
に
も
墨
嶺
ぁ
こ
Ｌ
－８－
‘pp
24
03q
　　¬
皿
斗
主
口
Ｌ
ゴ
ロ
ロ
Ｌ
DO
誹
０い
（
汗
憲
自
）
「
三
重
郡
黒
鯛
ヤ
胡）
22
0胴
が
前
ニ
ロ
裂
財
郡
翼
倚
門
「
扉
水
六
斗
Ｌ
Ｌ
旬
報
九
年
∩
」
びP
25
03q
vv
2Ξ
0引
D'P
9ど
－
ＩＩ０
「
越
前
國
容
口
」
（
娶
場
痢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V
≪
_
j
^
[
w
i
y
「
竃
啓
圈
口
口
口
口
Ｌ
m
"
)
　
　
(
Ｂ
Ｈ
"
)
√
拓
】
マ
古
口
　
　
　
」
√
今
‥
固
坂
合
マ
大
兄
」
コ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
」
V?
？５
０口
　　¬¬
口
吾
我
我
氏
姓
栽
胞
口
口
口
口
口
糧
吉
口
九
ロ
ロ
尾
口
（
暫
よ
　
（
故
Ｊ
ＬＬ
－９－
木簡出土地莫略図
○
●
Eコ
既出土地奥
今辱皮出土地央
既』梵掘地．
Eコ今牛度発掘ｔ
